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例   言

1.本書は、鹿島町教育委員会が平成4年度に下水管敷設事業に伴い、実施した古浦砂丘遺跡

周辺での立会調査の記録である。

2.調査の原因となった下水管の敷設事業は、正式には鹿島町特定環境保全公共下水道事業

とセヽう。

3.調査は平成 4年 8月 4日 から平成 5年 1月 11日 までをかけて実施した。調査体制は以下の

とおりである。

事 務 局  曽田  稔 (鹿島町教育委員会教育次長)
青山俊太郎 (  同   社会教育係長)

調 査 指 導  藤田  等 (静岡大学人文学部教授)
山本  清 (鳥根大学名誉教授)
石井  悠 (鹿島中学校教諭)

調 査 員  赤澤 秀則 (鹿島町教育委員会主任主事)
山本 幸二 (  同   主事)
水口 晶郎 (  同   臨時職員 平成4年 10月 ～平成5年3月 )

調査補助員  岡  泰道、小川清志
遺物整理員  朝山 千穂 (鹿島町立歴史民俗資料館)、 丹羽野輝子、瀬田明子
4.現地での調査にあたっては、鹿島町上下水道課および株式会社佐藤組、有限会社真幸土

木、有限会社小谷土木、有限会社平塚組の協力をいただいた。この場を借りて厚くお本し申し

上
'デ

ます。

5.報告書作成にあたっては、京都大学大学院人間・環境学研究科学生の内山純蔵さんに鯨骨
の同定を、出土貝類の同定および一覧表作成を島根大学汽水域研究センター高安克己教授に

それぞれ行っていただいた。この場を借りて厚くお4し申し上げます。

6.昭和60年度に行った古浦砂丘遺跡の一部用地買収に先立つ試掘調査の記録を併載した。本

文および図中では1985年試掘、 '85試掘と略して表示した場合がある。

7.出土遺物は、鹿島町立歴史民俗資料館 (大字名分1355-4)で保管している。



I.調査の経緯

古浦砂丘遺跡は、弥生時代に中心をもつ埋葬遺跡として、山本 清氏、小片 保1氏 によっ
て調査の先鞭がつけられ、金関丈夫

2氏 らにより、昭和30年代を中心に発掘調査が行われた。

その結果、弥生時代前期から中期にかけての埋葬遺跡であることが半」明している。また、その

埋葬の上部にも古墳時代から古代の生活面が包含層として厚く堆積していることも報告されて

いる。これらの複数面の包含層は、弥生時代の埋葬面を除いて、いわゆるクロスナ層で、遺物

を多く含み、非常に固く締まった地層となっている。以前は、砂丘上に民家を建てる際、この

クロスナ層まで白砂層を取り除き、露出させたこの層に建物の基礎を据えることもあったとい

う。戦後、この砂丘上には住宅が立ち並ぶようになり、かなり景観も変化してきている。

古浦砂丘遺跡周辺で、近年来の町内の生活基盤整備に伴い、下水管を敷設する事業が計画さ

れた。

事業に際して、鹿島町教育委員会では、遺跡が昭和30年代の調査地の周辺にさらに広がって

いる可能性が高いこと、調査地は墳墓であり、住居などは別の地点に形成されていたと予想さ

れ、さらに遺跡は広がっていることが考慮されることなどから、遺跡の取扱いについて、鹿島

町上下水道課と協議を行い、大字古浦地内での下水管敷設には基本的に立会いを行うこととし

た。ただ、平成 3年度中にすでに実施されていた部分については、立会いを行うことができな

かった管路があった。とくに管路122では、工事に伴う排土に多くの遺物を含み、遺跡の中を

掘削したものと考えられ、遺物を採集した。

調査は、平成 4年 8月 4日 から翌 5年 1月 11日 まで、下水管の埋設に立会いを行った。立会
いは下水管敷設の業者の舗装路面切断や掘削に立会い、遺構、遺物の出土を認めれば、発掘調

査に切り替えるという方法で行った。遺構、遺物が認められない場合でも、掘削途中や掘削が

終了した時点で壁面の清掃を行い、土層図を作成した。結果、かなりの土層図を作成したが、

ほとんどが中・近世に堆積した新砂丘内で収まるもので遺構、遺物を含まず、いわゅるクロス

ナ層に届く管路は少なかったため、本書では、その一部を掲載するにとどめている。

また、先年遺跡の町有地化に先立って

行った試掘調査結果を併載 し、遺跡理解

の一助とすることとした。

これらの知見からは、現在の砂丘はか

なりの部分が厚い新砂丘に覆われている

こと、これまで知られていた地点とは別

の場所でも包含層を確認するなど、遺跡

そのものの立地する弥生時代や古墳時代

時点での砂丘の存在や、砂丘の形成、ひ

いては環境の変遷を考える上でも貴重な

成果を挙げることができた。

鹿島町
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Ⅲ.位置と歴史的環境

古浦砂丘は、海岸の少ない島根半島部にあつて、数少ない砂浜を形成している。西に面した

南北に伸びる長い浜は、漁業のほか、近世には製塩が盛んに行われたが、1785年 に佐陀川が開

削され、宍道湖からの真水が流れ出すようになるとすたれたが、かわりに佐陀川を利用する船

便が発達し、漁獲物を松江城下に盛んに運んだ。

戦後、佐陀川沿いの砂丘で採砂がさかんに行われるようになり、古浦天満宮宮司宮永 暦
氏により採集されていた土器が、当時の佐太神社宮司朝山 皓 氏から島根師範学校教授で

あった山本 清氏に伝えられ、1948(昭和23)年の古浦砂丘遺跡の発見につながつた3。 この

際、山本氏によって埋葬人骨が 1体発掘されている。その後、この海岸砂丘にある古浦砂丘遺

跡は、1956(昭和31)年の鳥取大学医学部解剖学教室の小片 保氏、1961(昭和36)年～1964

(昭和39)年 まで4次にわたつて鳥取大学医学部金関丈夫氏による発掘調査が行われ、弥生時

代前期から中期にかけての埋葬が検出されている
4。 これらの調査によって古墳時代人も含め、

40体以上の埋葬が発掘されており、人類学的な研究や埋葬法など、弥生文化の東漸を考える上

でも欠くことのできない遺跡である。

一方、町内では、古浦砂丘遺跡と並んで佐太前遺跡
5が
、ゃはり弥生時代に成立する付近の

拠点集落として知られている。

さかのぼって縄文時代には、前期の佐太講武貝塚
6が 日本海側ではまれな貝塚として史跡指

定を受けている。近年、講武盆地内では、縄文晩期系の突帯文土器と遠賀川系の土器がともに

出土した北講武氏元遣跡
7ヵ
汝日られ、徐々に縄文時代の姿が明らかになりつつある。その後、

弥生時代から古墳時代には、安定したこの講武盆地を中心にして生産力の向上があつたことが

考えられ、盆地を取り囲む丘陵上には数多くの古墳群が築造されている。一方、南講武草田遺

跡
8では日本の弥生時代末に相当する朝鮮半島製の瓦質土器や近畿系の上器多数が出土し、ま

た、鹿島沖の日本海でも瓦質土器が海底から引揚
'デ

られており、日本海を往来する海上交通が

あつたことが予想されるようになってきた。

古浦砂丘遺跡が営まれたころ、砂丘の内陸側は潟湖であつたと考えられ、その周辺部が初期

水稲耕作地として利用されていたものと考えられる。この潟湖は、『出雲国風上記』には恵曇

跛として、沖積され小さくなった姿が描かれている。

この恵曇跛のほとりの山懐には、銅鐸 2日 と銅剣 6本 を埋納した志谷奥遺跡
9が
あり、付近

の集落での祭祀具を埋納したものと考えられる。

また、古浦砂丘は、F出雲国風土記』に「恵曇 濱」として見え、「廣さ2里 1百80歩 あり。

東、南は並びに家あり。西は野、北は大海なり。即ち浦より在家に至るまでの間、四方並びに

石木なく、白砂の積もれるがごとし。大風の吹くときは、其の沙、或るは風の随に雪のごとく

零り、或るは居ながら流れ、蟻のごとく散りて、桑麻を掩覆ふ。」と風土記中屈指の具体的な

記述がある。
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Ⅲ.調査の概要

鹿島町特定環境保全公共下水道事業に際して、鹿島町教育委員会では、古浦砂丘遺跡が1960

年代を中心とする調査地の周辺にも広がつている可能性が高いこと、調査地は墳墓であり、住

居などは別の地点に形成されていたことも予想され、遺跡はさらに広がりをもつことが考慮さ

れることから、遺跡の取扱いについて、鹿島町上下水道課と協議を行い、大字古浦地内での下

水管敷設には基本的に立会いを行うこととした。

また、町教育委員会では、1985年度に試掘調査 (付編参照)を行っており、戦後の採砂を免

れた砂丘上にもクロスナ層が良好に残存することを把握していたためでもあった。ただ、遺跡

の広がりは未確認であつた。

一方、平成 3年度中にすでに下水管が敷設されて、立会いを行うことができなかった管路

122では、工事に伴う排土に多くの遺物を含み、遺跡の中を掘削したものと考えられたため、

採集した遺物を図20に掲載した。この排土そのものも黒ずんでおり、クロスナ層を掘り上げた

と考えられるものであった。

下水管の埋設に立会う方法で行った調査は、クロスナ層の露出を目安として行つた。砂丘活

動の停止期に人の生活が行われ、それが結果として有機物を含むクロスナ層として堅固な地層

をつくることが半J明 しているからである
°
。砂丘遺跡の調査ではこのクロスナ層の検出が一つ

の目安となっている。

こうして下水管敷設の業者の舗装路面切断や掘削に立会い、クロスナ層の出土を認めれば、

発掘調査に切り替えるという方法で行った。遺構、遺物が認められない場合でも、掘削途中や

掘削が終了した時点で壁面の清掃を行い、土層図を作成した。結果、かなりの土層図を作成し

たが、ほとんどが中・近世に堆積したと考えられる責褐色を呈する新鮮な砂層内で収まるもの

で、遺構、遺物を含まず、いわゆるクロスナ層に届く管路は少なかったため、一部を掲載する

にとどめる。この立会で明らかなクロスナ層を検出したのは、管路187、 管路137の みであっ

た。

以下、掲載した管路について説明する。

1.各管路の状況

管路182(図 5、 6)砂 丘の北部の頂点付近 (標高約9m)か ら西斜面に向けて掘削された

管路である。1960年代の調査地にも、1985年度の試掘調査地にも比較的近い地点ではあつた

が、深さ0,9mか ら地点によつては2m以上掘り下げたが、新砂丘の白砂層のみで、クロスナ

層や遺物の検出はなかった。砂丘上では標高7m近 くまで、砂丘西裾では標高約 5mま で掘

削が到達した。

管路180(図 6、 7)管 路182と 砂丘西裾で接合し、裾にそって南に延びる町道路面 (標高約

6～8.5m)に掘られた管路である。マンホール設置地点での最深部では、地表から3.5m(標

高約5.5m)に も掘削が及んだが、白砂層のみで、クロスナ層や遺物の包含は認められなかっ

た。
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図 3 古浦砂丘遺跡推定地と立会をおこなった下水管路 (1/5000)
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管路191(図 7)管 路180の南側で、砂丘の西裾 (標高約7m)を さらに南に向かう管路であ
る。2区付近では、土層に汚れが見られ、舗装以前の旧路面と考えられた。 1区付近では薄い

が黄褐色土を認めており、近世、近代の地表面を示すものと考えられた。この部分の標高は約

6.2mである。古浦集落は、砂丘南方が戦前まで集落の中心をなしており、これを裏付けるも

のと考えられる。遺物などは認められなかった。

管路190(図 8) 管路191の南側に接続し、砂丘裾 (標高約 7～ 6m)の路面をさらに南に向
かう管路である。ここでは大半が自砂の堆積であつたが、2区南端で若干の土層の乱れや生活

にともなうと考えられる土壌の汚れが、淡褐色砂として認められた。やはり、近世、近代の地

表面を示すものと考えられる。遺物などはなかった。

管路189(図 8)管 路190の南側に接続し、西に折れて海岸に向けて降る短い管路である (標
高約 6～ 5m)。 ここでも舗装以前の旧路面やそれにともなう排水管、若千の上層の汚れが見

られた。ここでは暗褐色砂の堆積を認めたが、これはごく薄く、近世、近代の地表面と考えら

れた。遺物などは認められなかった。

管路196(図 8、 9)管 路191と 管路190の接点から砂丘西斜面をのぼる町道に掘削された管
路である (路面の標高約 7～ 13m)。 斜面ではlm強からマンホール部で約 2mが掘削された
が、クロスナ層や遺物は検出しなかった。標高約13mの砂丘上のマンホール部では2.3mの深

さで掘り下
'デ

、標高約11,3mに至ったが、新砂丘の白砂層のみで、クロスナ層は認められな

かった。

管路197(図 9、 10)砂 丘南部での頂点付近から管路196と 接し、北へ向かう路面 (標高約13
m)に掘削された管路である。地表から約2mの深さで掘削し、マンホール設置の最深部では

約2.5mの深さ (標高約1lm)ま で掘削が及んだが、新砂丘の白砂層のみで、クロスナ層や遺

物は認められなかった。

管路198(図 10、 11)砂 丘上で管路197と 接し、砂丘上を東西および屈曲して南北に掘削され
た管路である。標高約13.5m前後の地表から約1.3～ 1.7mの深さ (標高約12m)で は、新砂丘

の白砂層のみで、クロスナ層は認められなかった。砂丘上面の南端に近い3区から4区 にかけ

て、標高12m前後で薄い淡掲色砂層と灰褐色砂層を認めているが、遺物や炭化物も伴わず、

クロスナ層とは考えられなかった。

管路137(図 11)砂 丘の北部の頂点付近 (標高約10m)を 南に向かって掘削された管路であ
る。付編として掲載した1985年度の試掘調査で、隣接地でのクロスナ層の存在を確認していな

がら、十分な立会が行えず、北端でのみ深さ0,9m(標高約9m前後)で茶褐色砂層が存在す
ることを確認する程度の観察しかできなかった。また、観察した部分では、道路を横断する排

水管が埋設されており、この茶褐色砂層を掘り抜き、土層を乱していた。

この管路隣接地での試掘調査では、クロスナ層は暗褐色を呈し、古墳時代後期から奈良時代

の遺物を包含することを確認している。管路137の茶褐色砂層は、これに続く同一のクロスナ

層であったと考えられるが、遺構、遺物をここでは認めることができなかった。茶褐色砂層の

厚さは、30～40cmであつた。
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図6 下水管路土層図 (2)



管路 180-2

塾型世 管路191-H

管路 191-2

管路 191-2

管路 190-1

黄褐色砂 (自秒)
灰IIB色 砂

渋褐色砂

黄褐色土

図 7 下水管路上層図 (3)
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管路 190-1
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管路 190-2

1.黄褐色砂 (白 砂)
2.灰褐色砂
3.波褐色砂
4.黄褐色土
5,混砂粘土
6.赤褐色粘土
7.茶褐色砂利 (旧 路画)
3.淡褐色砂
9.館禍色砂

管路 196-3

図8 下水管路土層図 (4)



管路 196-2

管路 196-3

管路 196-1

管路196-2
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1.資褐色砂 (自砂)

管路 197-1

曽躊197-1

図9 下水管路土層図 (5)
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管路 197-2

▲s管路 197-2 管路 198-1
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管路 198-2

図10 下水管路土層図 (6)

1.黄偶色砂 (自 砂)



管路 198-3

管路 198-4

管路 198-4
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1.資裾色砂 (自砂)
3 毅褐色砂
10 荼福色砂
11.明費褐色砂

図11 下水管路土層図 (7)



管路 187-1

管路 187-2
管路 186
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管路 186

1.黄褐色砂 (白砂)
2.灰褐色砂
3.波褐色砂
7 茶褐色砂利 (1回 路面)
10 茶褐色砂
12.縞のある淡黄褐色砂
13 灰色砂
14.黒褐色砂
15 淡茶褐色砂
16.黄褐色砂

図12 下水管路土層図 (8)
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2.管路187の状況

管路187は 、砂丘の鞍部を東西に延びるもので、東端のマンホール部から掘削が進められた。

当初は黄褐色のいわゆる白砂の堆積であったが、24mほ ど掘削が進んだところで、文字どお

り黒褐色のクロスナ層が現われ、この層中には土器や貝など遺物を含んでいた。この地点を管

路187 24m区 と呼称した。遺構を確認しようと、機械での掘削を手掘 りに切り替え、分層を

行いながら遺物の取上げを行った。しかし、管路の側壁は軟弱な砂層のため、崩落を防ぐ支持

材を設置しながらの幅約 lmの溝中での調査であったので、遺構の有無の確認や包含層全体
の写真撮影などはできなかった。この包含層は約6mの長さにわたって検出した。クロスナ

層頂部の標高は7.8mであった。

クロスナは4層 に分層できた。最上層の黒褐色砂は、4層中最も堅く、遺物を多く含んでい

る。東に向かって降ってゆき、これを白砂が覆っている。西側では現在の路面に削られて消失

する。層東側の傾斜下部に土器、石器や貝殻がまとまっていた。また、鯨骨加工品14も 層中か

ら回収した。この下層に黄褐色砂と淡褐色砂があり、また、これを掘り込む茶褐色砂がある。

それぞれが遺物を含む包含層で、特に茶褐色砂は貝も多く含んでいた。平面形は確認できな

かつたが、断面にあらわれた茶掲色砂の土層を見ると、土坑ないし溝があった可能性がある。

淡茶褐色砂もわずかだが遺物を含んでいた。この下位にある淡褐色砂は、遺物は含まないが、

よく締まった層であつた。

この地点の西側や、屈曲して北に続く管路186では、他の地点での新砂丘と考えられる白砂

とは異なり、わずかに有機物を含んだ褐色味を帯びた砂の堆積が認められた。遺物などの出土

はなかったが、24m区 のクロスナ各層のベースとなる旧砂丘の一部と考えられる。

この管路187 24m区地点では、層で観察するかぎり、クロスナ層の東に降る斜面を検出し

たことになる。後述する出土遺物からわかるように斜面と平坦面をなす黒褐色砂層は、古墳時

代初頭に位置づけることができる。ごく限られた地点での観察ではあるが、この時代の砂丘

は、この付近に東へ降ってゆく斜面をもつ、南北に細長く、標高8m程度の低いものであっ

たことがうかがえる。

一方、ここから約90m西方の管路180南端のマンホール部では、地表下約3.5m(標高 5m)

までの掘削でもクロスナ層は認められなかった。ここまでの間でクロスナ層は途切れるか、さ

らに深い地点にクロスナ対応層がもぐりこんで旧砂丘の西端である裾 (海岸)があるものと考

えられる。

さらに図3、 4、 24に見るように、この地点は、砂丘が東西方向に谷状の地形をなしている

鞍部に位置する。この東西方向に伸びる幅約100mの谷状の地形は、長さ約500mに わたつて

認められ、現在の砂丘をほぼ横断するものとなっている。この谷は、砂丘に風が吹きつける方

向に沿っており、季節風によって形成された地形と考えられる。管路187 24m区で、現在の

路面直下に包含層が存在するのは、本来存在したであろうこの時代以降の上面を覆った砂その

ものが、中世以降の砂丘の東側へ伸びてゆく形成活動によって失われているものと考えられ

た。さらにこの地点では、これ以降の堅固なクロスナ層が形成されなかったか、形成されても

堅固な層とならなかったために、砂丘の脆弱なこの地点に季節風による谷が形成された可能性

も考えられる。
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3.24m区出土遺物
黒褐色砂出土遺物 (図 14、 15) この地点に限ら

ず、この砂丘から出土する土器は、地表に長く曝

されたと考えられるものを除いて、一般に保存状

態がよく、調整など細部を観察できる。甕 1は、

やや内傾 して比較的高い口縁部に球形に近い体

部、かすかな平底をもつ。複合口縁部は水平方向

に突出する。日縁端部は凹線状になるまでナデら

れている。肩部にはクシ状工具による波状文をも

つ。底部付近の内面には指頭圧痕をとどめる。甕

2はゆるやかに外傾する口縁部で、端部は軽 く外

方に折 り曲げ、九 くおさめる。甕 3は、素直に伸

びる口縁部に、なで肩の体部が続 く。肩部には粗

いハケを装飾的に 1周 させる。甕 4も 同大のもの

だが、倒卵形の体部をもち、肩部には粗い装飾的

なハケの下に、貝殻口縁を間遠 く押捺する文様を

施す。底部近 くの内面には指頭圧痕をとどめる。

甕 5も 複合口縁のもので、端部は軽 く外方に折 り

曲げる。甕 6は全体に九みを帯びたつ くりであ

る。底部 7は、かすかな平底をとどめ、内面に指

頭圧痕が認められる。大形の甕 8は、直立する高

い口縁部をもち、端部はなでて平坦面をつくる。

内面はヘラケズリののち、部分的なヘラミガキが

認められる。小形丸底壺 9は、短 く内湾させる単

純口縁に球形の体部が続 く。胎土は精選され密で

ある。内面は丁寧になで、体部外面上半はハケ、

下半はヘラケズリを行なう。10は低脚杯の脚部、

11は鼓形器台で、筒部は最大まで縮約し、かつて

の筒部内面は、稜線状になっている。12は 1条の

タガ状突帯がめぐる。壼などの口縁ないし体部片

と考えられるが、内面まで丁寧になでられること

から、日縁部の可能性が高い。13は土器群ととも

に出土した敲石で、 1面の中央に敲打痕をとどめ

る。14は鯨骨加工品で、板状に加工され、裏面は

破断面となっている。表面には端部近くに細い罫

書き線が 1条あり、もう一端には手斧様の工具に

よる加工痕が残る。
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図14 24m区黒褐色砂層内出土遺物 (1)
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図15 24m区黒掲色砂層内出土遺物 (2)

この層出土の土器は、その様相から、弥生時代末から古墳時代初頭のものと考えられ、南講

武草田遺跡の遺物に照らせば
H、
草田6～ 7期 に相当するものと考えられる。

層検出の自然遺物には、サザエの殻と魚の歯が含まれていた (付  2参照 以下同)。
茶褐色砂出土遺物 (図16) 土坑状の落ち込みから検出した遺物で、甕が大半を占める。於部

片も多いが、復元できたものは少ない。15～29は複合口縁の甕で、口縁部は上方に薄く引き上

'デ

るものが多く、複合口縁部の突出は、小さく、下方に突出するものが多い。口縁部に強いヨ

コナデ痕を残す21、 端部にわずかな平坦面をつくる26、 28な どがある。肩部の施文がわかるも

のでは、平行線を描く15、 16、 17、 23、 25がある。また、20、 21は波状文が描かれる。27は、

ヘラ描きの3条 と4条の平行線の間に肋条をもたない貝殻腹縁による刺突がある。刺突は途中

で向きを変える。28も 同様の貝殻腹縁による刺突がある。29は 、肋条をもつ貝殻腹縁による刺

突が、 1条の沈線をはさんで3段に施される。
これらの甕は、頚部内面にヘラミガキを行うものが多いことが注意された。この遺跡出上の

ものは、調整痕が良好にとどめられており、弥生後期前半に口縁部内面の全面に施されていた

ヘラミガキが、全面ナデ調整となって消失する直前に、この部分にのみ痕跡的に残るものと考

えられる。この時期のひとつの指標となるものと考えられる。30は壷で、直立に近い高い口縁

は端部でわずかに外方に折り曲げる。肩部にはやはり貝殻腹縁によると考えられる波状文と平

行線文がある。31は平底の底部、32は器種不明の脚部である。33はやや深い杯部から屈曲して

口縁にいたる高杯杯部である。内外面を丁寧に磨いて仕上げる。

これら出土土器は、弥生時代後期後半のものと考えられ、草田4期に相当すると考えられる。
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＼
 ご要記珂

図16 24m区茶褐色砂層内出土遺物
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この層は貝などの自然遺物も多く、アワビ、イ

ワガキ、チョウセンハマグリなど海産の貝のほか

に、淡水産のイズモマイマイ、汽水産のヤマ トシ

ジミも含まれており、注目される。特に汽水産の

ヤマ トシジミは、砂丘に住んだ人々の活動領域の

広さを示すものか、砂丘内側の潟湖にこの時代ま

で汽水域が残っていたものか、日本海に注ぐ河日

に生息地があるものか、興味深い資料である。

淡茶褐色砂出土遺物 (図 17) 甕34と 鼓形器台35

が出土 している。複合口縁の奏34は、直立に近い

口縁を端部に向かって薄く引き出す。複合口縁部

は下方に向けて突出する。肩部には肋条をもつ只

殻腹縁による平行線と波状文がある。内面の体部

下半はヘラケズリの後、なでて仕上tデ、上半のよ

うなケズリ痕を残さない。鼓形器台35は、下台部

片で、外面にはヘラ描きの沈線がある。内面はヘ

ラケズリののち、ヘラミガキを行う。筒部のいく

図17 24m区 淡茶褐色

砂層内出土遺物

らか長く残る器形であろう。

この層にも貝などの自然遺物が含まれ、アカフジツボなど海産の貝のほかに、汽水産のヤマ

トシジミ、淡水産のオオタニンが含まれていた。

調査前出土遺物 (図 18、 19) 調査による掘削以前に出土した遺物で、地積していた層位が不

明な遺物である。弥生時代後期から古墳時代初頭までの土器のほか、須恵器 1点、石器 2点、

貝殻などがある。

甕36～38が弥生時代後期前半、甕39～44が弥生時代後期後半、甕45、 46が古墳時代初頭のも

のである。鼓形器台47、 48、 高杯49も 、弥生時代後期後半から古墳時代初頭のものに伴うもの

と考えられる。

大形の甕36、 37は、ともに口縁外面の平行沈線を貝殻腹縁で施すが、37では、腹縁を2段に

めぐらせて施文していることが表面の凹みから観察できる。奏39、 40は、やや厚手の口縁で、

41～ 44は、薄く引き出したような立ち上がりをもつ口縁である。甕45、 46は、ともに口縁端に

平坦面をつくる。46は全体にシヤープに仕上げられている。鼓形器台47は痕跡的な筒部を残す

もの、48はほとんど筒部をとどめないまで縮約したものである。高杯49は、ゆるやかに広がる

やや浅めの杯部をもつもので、内外面をヘラミガキで仕上げる。

須恵器50は、宝珠状のつまみをもつと考えられる小ぶりな蓋で、身に組み合う立ち上がりは

低い。

敲石51は、折損するが、表面と側面に敲打痕があり、裏面はわずかに敲打痕があるほか、磨

石として使用されたようで、平滑になっている。また、熱を受けたためか、全体に赤い。52

は、海岸礫の層理による剥離面を砥面として使用した砥石である。

これら遺物とともにサザエ、イガイなど海産の貝のほか、魚骨片を採取した。

35
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図18 24m区調査前出土遺物 (1)
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図19 24m区調査前出土遺物 (2)
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4.管路122出土遺物
図20が管路122の排土から採取した遺物である。ビニール袋 2袋の量であり、破片としては、

古墳時代前期から同中期のものが大半を占め、弥生時代中期、後期のものがわずかにあり、須

恵器もごく少量を採集している。弥生時代前期に

'朔

るものは認めなかった。

53は、日縁端部に凹線文をもつ壼で弥生中期。精選された粘土を使い、薄手である。54は、

甕口縁に粘土の帯を貼り付けたもので、外面は風化しているがケズリがあるようである。内面

はハケメで仕上げる。朝鮮系無文土器の影響を受けたものか。55は平底の底部片で、内面を削

る。56は高杯脚部で、貝殻腹縁による羽状文とヘラ描きの沈線で飾り、赤色塗彩する。弥生中

期か。57は クシ状工具による沈線と波状文をもつ。傾きから壷肩部と考えられ、弥生時代終末

から古墳時代初頭の近畿系二重回縁重の可能性がある。58は複合口縁の甕で、器壁は厚 く、複

合口縁部の突出も鈍い。59は、単純口縁甕で、日縁端は内側で突帯状に肥厚する。内面にハケ

メをとどめる。いわゆる布留奏である。60、 61も ほぼ同様の器種である。62は さらに厚みを増

した甕で、日縁端を刃物で切つて平坦面としているが、切断の中途半端な部分がある。58か ら

61が古墳時代前半、62はそれよりも後出のものであろう。

63～66は高杯片で、63は外面ミガキ、64は杯内面にミガキによる暗文を施す。65は脚部で、

外面を縦方向に磨いた後、赤色塗彩する。66も 脚部だが厚手のもの。これら高杯63～66も 古墳

時代前半でおさまるものと考えられる。67は高杯杯部ないし椀で、内外面を粗く磨き、赤色塗

彩している。68は、須恵器長頚壺で、内面に体部と頚部の接合痕がある。古墳時代以降のもの

であろう。

これらの遺物を含んでいた排土は黒つぽい砂で、管路122が クロスナ層を掘削したものと考

えられた。このクロスナ層は、他地点の状況をあわせ考えると、弥生時代後期と古墳時代中期

わたるものないし、それぞれの2層が管路上に存在したものと考えられる。
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図20 管路122出土遺物
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付 昭和60年度古浦砂丘遺跡試掘調査

1960年代に埋葬遺跡として調査された古浦砂丘遺跡に隣接する土地を宅地として開発する計

画がもちあがり、遺跡の重要性に鑑みて、一部を町有地化することとなり、買収前に遺跡の有

無を確認するため、小規模な試掘調査を実施 した。

調査は、1985年 11月 7日 に実施した。該当地に4個所の調査区を設定して行ったが、いずれ

の調査区でも、遣物を包含するクロスナ層を検出し、砂丘下に遺跡が残存することが判明 し

た。この後、町有地化 したのは、鹿島町大字古浦606101番地、599m2で ぁる。

調査は、 2× 2mの試掘坑を4個所設定 して行った。いずれも地表から1～ 1.5mに 暗褐色

聰
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図21 試掘調査区配置図 (1/1500)
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Gl

1 黄褐色砂 (自 砂)麗 瑾目暗褐色砂 (ク ロスナ) ?           lm

で、固く締まったいわゆるク

ロスナ層を検出した。遺跡の

有無を判断するための試掘で

あったため、第 3調査区でク

ロスナ層 を約20cm掘 り下げ

たが、その他の調査区では層

の存在 を確認するにとどめ

た。第 3調査区でのクロスナ

層は、20cmの 掘削では掘 り

抜けなかった。今回報告の管

路137で は、このクロスナ層

に対応すると考えられる層を

厚 さ30～40cmの 茶褐色砂層

として確認している。

この調査でクロスナ層から

検出した遺物は、古墳時代後

期から古代 にかけての もの

で、遺跡その ものが著名 と

なった弥生時代の埋葬を含む

遺構面は、さらにこの下部に

存在するものと考えられる。

試掘の結果、クロスナ層の

上面 は、G2の 標 高9,9mを

最高所に、南北および東方向

に傾斜 していることが判明し

た。調査地北の環境放射能測

定局舎付近では、標高約5.5

図22 試掘調査区土層図

mで古墳時代中期の包含層の露頭を認めており、このクロスナ層は北に向かってはさらに傾

斜しているものと考えられる。しかし、今回認めたクロスナ層には、古墳時代中期の遺物は全

く認められないことから、これはさらに下層の別の包含層である可能性もある。

出土遺物 第 1調査区 (Gl)か らは須恵器高杯69が出土した。G2か ら須恵器杯70、 71が出
土した。G3では、クロスナ層上面から須恵器杯72～74が、クロスナ層内から須恵器および土

師器75～82が出土した。また、層内からは図示できなかったが、鉄器片4点 も出土している。

G4では須恵器および土師器83～ 85が出土した。

その他の自然遺物として、各調査区からサザエ、イガイ、コシダカガンガラ、アカフジッボ

など、多くの海産貝類のほか、汽水産のヤマトシジミ、淡水産のオオタニシなど多様な貝類が

出土している (付 2参照)。

Gl出土の69は、長方形の透かしをもつ須恵器高杯脚部である。古墳時代後期のものか。C
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2出土の70、 71は ともに須恵器杯で、低い立ち上がり部を有するやはり古墳時代後期のもので

ある。

G3ク ロスナ層上面の須恵器杯は、いずれも74の ような底部を糸切りで切り離す、奈良時代
ころのものと考えられる。c3ク ロスナ層内の土師器75は、内外面丹塗りの杯で、風化してお

り観察できないが、ヘラミガキによる暗文をもつものであろう。76～79は 、それぞれ土師器甕

で、円筒に近い胴部をもつ76、 78と 、いくらか球形の胴部をもつ77、 79がある。須恵器蓋80

は、やや小ぶりなもので、輪状とも宝珠状とも考えられるつまみを有する。須恵器杯は、81の

ように底部を糸切りするものと、82の ように高台を有するものがある。いずれも奈良時代に属

するものと考えられる。

G4調査区出上の遺物も須恵器杯85か ら、奈良時代に属するものと考えられ、83は こうした

時期にみられる移動式のカマド片であろう。

このように試掘調査地点での暗褐色を呈するクロスナ層は、出土遺物から古墳時代後期から

奈良時代に属し、当時の生活面を示すものであろう。調査範囲を拡大すれば、当時の住居等、

集落遺跡が広がっているものと考えられる。この古代の包含層が撹乱されず残存することか

ら、古浦砂丘遺跡が著名となった弥生時代から古墳時代の遺構面も、この地点地下にもそのま

ま埋蔵されているものと判断した。

一方、この古代の包含層は、F出雲国風土記』秋鹿郡恵曇濱の条に「東、南は並びに家あり」

と記述される、まさにその家並みに相当する集落が存在しているものと考えられ、下層の埋葬

遺跡とともに、文献の記述どおりに遺跡が存在する貴重な例でもある。

69

そこ羽 九

＼_― 軍
77

ノ |ヘ

Gl;69  G2
G3ク ロスナ層内

図23 試掘調査区出土遺物
;70～71  G3ク ロスナ層上面 ;72～フ4
;75-32    G4 ;83-35
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付 2 出土貝類一覧

1.管路187出土貝類

黒褐色砂

サザエ 乃わο (Bαガ′′,s)じο馳
"肋
s Lightfoot

魚歯 ?

茶掲色砂

ア ワ ビ の 一 種 (マ ダ カ ア ワ ビ に類 似 )�  rf9J,ο 施

"ガ

οね )れ,力協 (Habe)

アワビまたはサザエの破片

イズモマイマイ D励,力αテ茂
"η
οれね (Pilsbry&Gulick)

イワガキ c胞∫dο∫才κα ηJppοれα (Seki)

ヤマ トシジミ 働わたヵ肋Jippο崩∽ Prime
チ ョウセンハマグリ 脆 κ″所力確ακたテ,Deshayes
二枚貝破片

哺乳類の骨 (頭骨 ?)

淡茶褐色砂

オオタニシ じ″,乃
=9P'′
ガ,胞 」i2Pοれ

'∽
>″οttω (VoM�cns)

オオタニンの幼貝

サルボウガイ scリカ,rcα 協
=ο

∫力協ιれdね (Tokunaga)

ヤマ トシジミ Cο滲た
"肋
ブ9pο乃
'翻

P�me

アカフジツボ ″宅αうαttηレ∫砲∫α (Pllsbry)
調査前出土

サザエ 幼わο (aαttJJパ )じο脇
"物
s Lightfoot

イガイ νレガJ,S εο秘∫θ
"∫

Gould

二枚貝破片

魚類の骨 (棘突起 ?)

魚類の骨片

2.昭和60年度試掘出土貝類
G3ク ロスナ上面
コウダカアオイガイ 肘拗孵ηα♂雅¢α εOηじ

'脇

α (Lischke)

カモガイ Lο′腕 あβ,οM(Gould)

トコブシ IraJガο施 (s,7じンJ"d)が,ッ♂β,εο′οr α¢,α′,Jね Reeve

サザエ 乃わο (BαガJJ,s)ω糊ヵヶヵ∫Lightfoot
クボガイ 働ん胞∫ヵ胞,′,sc力膨J Tapparone― Canefri
コンダカガンガラ 0鞄効ρ′,,s ttdガ じヵ∫ (Gmelin)

オオタニシ σ″αη
=ψ
α′,肪ηαブηο肪じαブηο崩切 (V,Martens)
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イガイ νン河卵σοttMtt Gould
ヤマ トンジミ CοFbた力肋」ippヵた,Prime

マツヤマワスレガイ? ?働′′お勉じ力滋翻曲 (Holton)
アカフジツボ M電●う胡卵ぃっd,(Pilsbry)
G3ク ロスナ内
コウダカアオイガイ w力勅確帥∽εttι肋躍α (Lischke)
サ ザ エ  TEVrbθ (BprilJ埒 )∞ 脇,ヵs Lightfoot

オ オ タニ シ C″ ,電り
'′

ガ 加
'Jψ
Oヵ

'確
力″
"た
。 (V.Manens)

ツメタガイ cん面賜′餌所物   (К�ng)

イガイ 晦 ,Jydじοtts●tS Gould
サラガイ? ?脆 解偲ヵ肋Jフ留ガOw(Schrenck)
アカフジッボ コ啄¢▼励房α冷卵胞s,(Pilsbry)

哺乳類の骨

G4ク ロスナ上面

サ ザエ 乃 わD(勲 ガJJB∫ )ιο脇ヵ妨 Lightfoot

レイシガイ 1助αお (Rcisれヵ)♭r� (Dunker)
ムラサキインコガイ Sψ韓 ′フテFg"熔 (wie8man4)

ナミノコガイ 肋ヵ胞 ιtta勉 (Limaeus)
マツヤマワスレガイ? ?G羽蒼″ε乃力ιが西 (HOltenl
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Ⅳ`」ヽ 結

現在の古浦砂丘は、大字古浦、大字武代、大字佐陀本郷にまたがって東西900m、 南北600m

の広さがある。仔細に見ると東西方向にいくつかの尾根と谷が並んで存在し、全体として砂丘

を形成している。今回の調査では、砂丘のわずか一部分を垣間見たにすぎないが、管路187で

見えた黒褐色砂層の東へ向かう傾きが、古墳時代初頭の砂丘の傾斜であるならば、当時の砂丘

は現在に比べて非常に小さいものであったことになる。砂丘活動の停止期に人の居住が可能と

なってクロスナ層が形成されるのは、これまでの遺物の採取状況も合わせ考えると、弥生時代

前～中期、弥生後期～古墳時代中期、古墳時代後期から奈良時代と大きく3時期があることに

なる。今回、下水管の埋設に立会うことによって、古浦砂丘遺跡は、現在の砂丘よりもかなり

小さな砂丘上に位置すると考えられるようになった。最も新しい砂丘活動の停止期である最上

層の古代の時点以降、砂丘上は居住に適さなくなり、おそらくは中 。近世に砂丘は、新砂丘と

して、東側に拡大していったことが推測できる。

また、これ以前の古墳時代開始前後のクロスナ層が、これまで知られていた古浦砂丘遺跡の

範囲よりも南側で検出されたことにより、現在の砂丘下にはこうした時代の生活面が広くとど

められていることが予測されるが、砂丘上面の標高が10～ 13m以上であるのに対し、その面

は標高 7～ 5m以下であり、検出には困難を伴うであろう。一方、管路187の ように地表直下

に包含層が存在する例は、東西方向に向く谷部の一つにあたり、上層の砂層が季節風による砂

丘活動によって失われたものと考えられる。

'85試掘
管路,3,

図24 古浦砂丘と包含層の対応 (水平 1/3500 垂直 1/700)
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弥生時代前期、遺跡が墳墓域として営まれたころには、古浦砂丘はさきに予想した古墳時代

初頭のものよりさらに小規模な砂丘であったと考えられる。この砂丘の背後に存在が予測され

る潟湖周辺部が、初期水稲耕作地として利用されたのだろう。当時の居住域もその周辺に求め

ることができよう。しかし、そうした生活面は、中世以降発達した現在の砂丘東半部下深くに

埋没しているものと考えられる。『出雲国風土記』に「恵曇陵」としてみえる淡水の池が、こ

の潟湖の奈良時代の姿であろう。ただ、弥生時代に潟湖縁辺部が水稲耕作地として適していた

かどうかは、この潟湖の淡水化の時期を今後明らかにする必要がある。

『風土記』が伝える嶋根郡大領社部臣訓麻呂の祖、波蘇らの運河開削諄とも読める古老伝が

事実とすれば、時期は明らかではないものの、その開削時点での陵は、沖積によって、跛側の

水準が海水準より高くなり、淡水化していたことを示すものではあろう。

古浦砂丘上では古代の生活面を最後に、砂丘活動の活発化によって生活に適さなくなり、集

落は砂丘南方に移ってしまっている
ワ。『風土記』にみえる恵曇の濱を風に砂が舞い飛ぶ様は、

この後活発化する砂丘活動の前触れを奇しくも記録したものともいえよう。
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2.金関丈夫・小片丘彦「着色と変形を伴う弥生前期人の頭蓋」『人類学雑誌』69巻 3・ 4号 1962年
3.『鹿島を掘る一よみがえる伝説の資料―』鹿島町立歴史民俗資料館 1992年

4.藤田 等「島根県 古浦遺跡」『探訪 弥生の遺跡 西日本編』有斐閣 1987年
5.『佐太前遺跡』 鹿島町教育委員会 1987年
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管路187 24m区出土遺物観察表 (1)

出土地点 器 種
法 畳 (cm)

形態 手法の特徴 色  調 胎  土 焼  成 備  考
回 律 康 径 器盲

ユ 黒褐色砂 奏 15 2 52 302 内傾 す る複 合口縁部 に球形 に近
い体 部。底 部 は平 底 を と どめ

る。肩部 に波状文 n

淡茶褐色 2 mmの 砂粒
少量。金雲母

を含むハ

良好

2 端部 を外方 にわずか に折 り曲げ

る国縁部ぃ

淡赤掲色 l mm以 下 の

砂粒多 い。

良好

3 複合口縁部になで肩の体部がつ

づく。

明赤褐色 砂粒多い。 良好 胴部下半外面ス

ス付着。

4 複合口縁部に倒卵形の体部がつ

づく。肩部に貝殻による刺突文

がめく
｀
るぅ

淡赤褐色 2 mmの 砂粒
少量含む。

良好 胴部下半外面ス

ス付着。

5 147 端言るをタト方にわずかに祈り曲げ

る国縁部。

明淡褐色 0 5mm以下の
砂粒多い。

音通 全体 に薄手

6 端部を九くおさめる口縁部。 乳赤黄色 1～1 5mmの
砂粒を合むハ

やや不良

7 甕底部。かすかに平底をとどめ

る。内面に指頭圧痕。

外 面/暗 責 褐

色

内而 /ラ1楊 得

l mm前後の

砂粒多い。

普 通 外面 スス付看。

8 大形の甕。端部に平坦面を作る

複合口縁。体部内面はヘラケズ

リののち、一部ヘラミガキ。

外面/暗 責掲

色

内面/淡黄掲

色から暗橙色

lmm前後の
砂粒多い。

良好

9 小形丸底豆 ユ15 短く内湾する口縁部。球形の体
部は外面下半をヘラケズリす

る。

淡明赤掲色 lmmの砂粒
少量含むが、

胎土精選され

る。

良好

低脚杯 低 い脚 部。杯 部 内 面 ヘ ラ ミガ

キ。

淡赤責色 l mm前後の
砂粒多い。

普通

ll 鼓形器台 筒部内面が稜線状になった器

台。

乳黄色

内面/黒 色～

淡赤責色

l HIm以 下の

砂泣多い。金

雲母含む。

普通

〓霊 1条のタガがめく
｀
る。内外面ナ

デており、口縁部か。

面/肌色

内面/灰 味肌

色

lmm未満の
長 石 を含 む

が、大形品に

しては密。

良好

13 敲石 やや大形の敲石。表面の 1面に

敲打痕が残る。

淡灰緑色 2,440g

14 骨加工 品 刃物痕をとどめる板状に加工さ

れた鯨骨。

責灰白色

茶掲色砂 養 瑞部を九くおさめる口縁部。頚

部内面ヘラミガキ。

淡灰掲色 1～ 2 mmの
砂壮多い。

不 良

端部 を九 くお さめる口縁部。頚

部内面ヘ ラ ミガキ。肩部櫛描 き

,十紳 ^

淡赤黄色 lmm以下の
砂粒多い。

音 通

17 15 1 端部を薄く引き出す口縁部。頚

部内面ヘラミガキ。肩部の櫛描

き沈線は貝殻によるか。

淡責褐色 1～ 1 5mmの

砂粒を含む。

金雲母含む。

音 適

17.5 端部を九くおさめる口縁部。頚

部内面ヘラミガキ。

淡灰褐色 lmm以下の
砂粒含む。金

雲母含む。

良好

端部を薄く引き出し、九くおさ

める口縁部。頚部内面ヘラミガ

キ。

責褐色 微砂粒多い。 音通

端部を薄く引き出す口縁部。肩

部に波状文がある。

乳橙色 0 5mm以 下
の砂粒多い。

やや良好 ケズリの方向か

ら製作者は左利

き。

156 端部を薄く引き出し、九くおさ

める口縁部。強いヨコナデ痕を

とどめる。頚部内面ヘラミガ

キ。肩部に波状文。

乳暗褐色 lmm以下の
砂粒多い。

普通 外面一部スス付

着。

175 瑞部 を九 くお さめる口縁部。 淡責褐色 lmm以下の
秒対あぃ^

普 通

端部を外方に曲げ、九くおさめ

る国縁部。頚部内面ヘラミガ

キ。

外面/明 黄褐

色

内面/仄掲色

05～ l mmの
砂粒多い。

普通
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管路187 24m区出土遺物観察表 (2)

出土地点 器 種
法 量 (cm)

形態 手法の特徴 色  調 胎  土 焼  成 備  考
口径 底 径 器 高

茶褐色砂 奏 端部を九くおさめる日縁部

部内面ケズリののち少し

キハ

体

ガ

淡責褐色 lmm程度の
砂粒多い。

普通

端部を薄く引き出し、九くおさ

める日縁部。頚部櫛描き沈線。

乳赤黄色 lmm程度の
砂粒を含む。

やや良好

端部にかすかな平坦面を作り、

薄く引き出す口縁部。

淡責褐色 l～ 1 51rlmの

砂粒を含む。

令雲母含む6

やや 良好

端部を薄く引き出し、九くおさ

める口縁部。頚部内面ヘラミガ

キ。肩部に沈線と貝殻腹縁によ

る刺突支ハ

外 面 /淡 赤 褐

色～灰褐色

内面/仄褐色

lmm以 下 の

砂粒多い。

良好 一部スス付着

薄く引き出し、端部を平坦にす

る口縁部。頚部内面ヘラミガ

キ。肩部に沈線と条痕をもたな

い貝殻腹縁による刺突文。

淡赤責色 lmm程度の
砂粒を含む。

普通

23.9 薄く、高く引き出し、端部を九

くおさめる口縁部。頚部内面ヘ

ラミガキ。肩部に1条の沈線と

条痕をもつ貝殻腹縁による刺突

文を3段に施す。体部内面ヘラ
ケズリののち、すデ6

淡赤責色 lmm程度の
砂粒を多く含

む。 3～ 4
mmの ものも
みられる。

普通

一笙 直立に高く引き出し、端部をわ

ずかに外方に折り曲げ、平坦に

おさめる日縁部。頚部内面シボ

リメ。肩部に波状文と平行線文
を施す。原体は貝殻腹縁による

ものか。ハケメは繊細なもの。

外面/淡 茶褐

色

内面/淡 灰褐

色

2mm以 下の
砂粒を多く合

む。

良好

底部 わずかに上げ底となる平底。外
面丁寧なナデか。光沢を有す
ス^

外 面/責 灰 褐

色

内面 /月1名

lmm以下の
砂粒含む。

普 通 破片内面上部は

剥落する。煮炊

によるか。

脚 部 14.7 径がやや小さく、攻形器台とは

異なる。内面ケズリののち、一

部ミガキ。

淡赤責色 lmm程度の
砂粒含む。金

雲母含む。

普通

高杯 25,7 屈曲して大きく開く高杯杯部。

内外面丁寧なヘラミガキ。

淡乳褐色 1～ 2mmの
砂粒を含む。

金雲母がみら

れる。

やや不 良

淡茶掲色砂 奏 直立に高く引き出し、端部を丸

くおさめる国縁部。頚部内面ヘ

ラミガキ。肩部に波状文と平行

線文を施す。原体は貝殻腹縁に

よるものか。

外面/赤掲色

内面/黄掲色

lmm程度の
砂粒を多く合

む。 2～ 3
almの ものも
みられる。

やや良好 外面下半スス付

着

鼓形器台 比較的長い筒部をもつと考えら

れる器台下台部。下台部外面は

ヘラ描きの平行線文。内面はヘ

ラケズリののちヘラミガキ。

淡赤責色 lmm程度の
砂粒多い。

良好

調査前出土 甕 29.9 内傾する口縁外面に貝殻腹縁に

よる平行線を描く。頚部内面ヘ

ラケズリ、体部内面ケズリのの

ちナデ、部分的なヘラミガキ。

淡責褐色 2～ 3 rlmの
砂粒多い。

普通

口縁外面に貝殻娠縁による2単

位の平行線を描く。

淡責褐色 2～ 3mmの
砂粒かなり多

不 良

口縁外面に貝殻腹縁による平行

線を描 く。頚部内面ヘラミガ

キ。

外面/灰責色

内面/淡赤褐

色

1～ 15mm
の砂粒多い。

やや不良

厚く仕上げられた複合口縁部。 淡橙色～黒褐

色

lmm程度の
砂粒を多く含

む。 3mm程
度のものもみ

られる。

普通 外面一部スス付

着
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管路187 24m区出土遺物観察表 (3)

出土地点 器 種
法  量 (cmi

形態 手法の特徴 色 調 胎  土 焼  成 備   考
口径 底 径 器 高

調査前出土 甕 155 複合口縁屈曲部に稜をもたない

もの。日縁部は厚く、端部を九

くおさめる。頚部内面をヘラミ

ガキする。

淡橙色～黒褐

色

l mlaa程 度の

砂粒を含む。

2～ 3mmの
円磨した小豆

色の砂粒を含

む。

音通 含まれる円暦し

た小豆色の砂粒

は、在地のもの

と異なる。

23 8 薄く、高く引き出し、端部を九

くおさめる国縁部ハ

淡橙色 lmm前後の
砂粒多い6

音 通

薄く、高く引き出し、端部を丸

くおさめる口縁部。肩部に波状

文がある。

仄掲色 l mm程 度の

砂粒を含む。

普通

197 薄く引き出し、端部をわずかに

外方に曲げる口縁部ぉ

淡橙色～淡灰
楊 名

0 5mm以下
の砂粒多いr

普通

44 15 1 薄く引き出した口縁部になで肩

の体部が続く。

黄掲色 3～ 4mm程
度の砂粒を含

む が、 lmm
前後のものが
あぃ^

普通

均―に引き出した口縁は、端部

をわずかに折り曲げ、平坦面を

つくる。複合口縁部は鈍く突出

する。

黄掲色 lmm以下の
砂粒多い。

良好

均―に引き出した口縁は、端部

で平坦面をつくる。複合口縁部

は鋭く水平に突出する。

淡責褐色 l mm以 下の

砂粒を含む。

金雲母少量含

む。

良好

鼓形器台 筒部が縮約したもの。上台内面

はミガキ。下台内面はヘラケズ

リ。

淡橙色 比較 的密 良好

筒部が縮約したもの。上台内面

はミガキ。下台内面はヘラケズ
1ブ 。

灰橙色 lmm以下の
石英 長石含
む。金雲母も

みえるハ

音通

高杯 23.8 比較的浅い皿形の杯部。内外面
ヘラミガキで仕上げる。

淡赤責色 lmm程度の
砂粒がやや多
い。金雲母を

合む。

やや不良

須恵器 蓋 宝珠形のつまみが付 くと考えら

れる蓋。天丼部回転ヘラケズ

リ。

青灰色 0 5mm程度
の砂粒を少量

含む。

普通

蔽石 円礫を転用 した敲石。半折す

るぅ

600g

砥 石 円礫を転用 した砥石。層理に

そつた平坦な 1面 を砥面とす
る。

200g

管路122出 土遺物観察表 (1)

出土地点 器 種
法 量 (cm)

形態 手法の特徴 色 調 胎 土 焼 成 備  考
口径 底径 器 高

管路122 一箪 口縁端部に凹線をもつ大きく開

く
=ハ

責灰白色 微砂粒含むが
雰 ^

良好

M 甕 口縁端部に粘土紐を貼 り付け

る。内面縦方向のハケメ。

外/肌色

内/淡茶褐色

径 lmm以 下
の砂粒多い。

やや不良 朝鮮系無文土器

の影響を受けた

ものか。

わずかに上げ底となる底部。外

面ヘラミガキ、内面ヘラケズ

リ。

外/淡褐色

内/灰 白色

径 2mm程 度
の石英 長石
多いハ

普通

高杯 筒状の高杯脚部。外面貝殻腹縁

による羽状文、4本のヘラ描き
,■鍮^

淡責掲色 径 lmm程 度
の石英  長石
含 む。

良好 外面赤彩

一豆 クシ状工具による沈線と波状文
をす占く三肩言卜。

灰白色 径 lmm以 下
の石央粒 含

む。

普通 近畿系二重口縁

重か。
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管路122出 土遺物観察表 (2)

出土地点 器 種
法 (cm)

形態 ,手法の特徴 色  調 胎  土 焼 成 備  考
□ 径 底径 器 高

「D8 管路122 賽 全体 に厚手の二重 回縁。 71・ /貰協色

内/灰褐色

径 lmm程 度
の石英含むが
,4^

良好

166 口縁端部を内側に肥厚させる単
細 円 .VF碧 ^

淡橙色 長石粒含むが

密。

良好

口稼端部をわすかに内側に肥厚

させる単純口縁甕。

外/淡仄褐色

内/淡橙色

石英・長石 の

細砂粒含 むが

密ぅ

良好

わずかに口縁部を内湾させる単

純□縁奉ハ

暗責褐色 石英 長石の
細砂粒含む。

良好

厚手の単純口縁発。国縁端部は

工具で切る。

淡灰褐色 長石の大粒 の

砂粒含 む。

普 通

高杯 杯部と脚部の接合部。杯部内外

面ミガキ。

肌色 径 1口耐「鍍 の

石英日立つぃ

普通

杯部外面に稜線をもつ。杯部内

面ヘラミガキによる暗文。

外/赤褐色

内/暗責褐色

長石細砂泣含

むが密。

良好

脚筒部。脚内面上半は今Uり ぬ

く。外面縦方向の ミガキのの

ち、横方向のミガキで暗文を施

すぅ

肌 色 精選され密。 良好 外面赤彩

脚筒部。脚内面シボリメが見ら

れる。

外/責灰褐色

内/肌色

微砂粒含 む。 音通

17 6 枕状の杯部。内外面ヘラミガキ

により、暗文状に仕上げる。

茶掲色 2～ 3 mm程
度の砂粒を含

むが、比較的

密。

良好 外面赤彩

須 恵 器長

頚重

頚部接合部。内面に接合反をと

どめる。

外/暗灰色

内/灰色

密 普通

昭和60年度試掘調査出土遺物観察表 (1)

出土地点 器 種
法 量 (cm)

形態 手法の特徴 色 調 胎  土 焼 成 備  考
口径 底 径 器 高

Gl 須恵器高杯 9,7 脚端部に面を作る。方形の透し
がある。

灰色 白色砂粒を含

む。

普通 外面風化する。

長期 間地表 に

あったか。

G2 須恵器杯 112 低い立ち上り部。底部回転ヘラ

ケズリ。

淡灰褐色 径 lmm以 下
の長石合むハ

普通 口唇付近風化

低い立ち上り部。 灰色 微砂粒含むが

密。

普通

i2 G3ク ロ
スナ上面

ややガヽぶ りな椀形の杯部。 淡灰褐色 微砂粒多い。 やや不 良

132 椀形の杯部。 暗灰色 比較的密。 良好

密 7_2 椀形の杯底部。糸切り痕をとど

める。

暗灰色 長石 目立つ。 音 通

G3ク ロ
スナ内

土師器杯 皿状の杯。内面ヘラミガキによ

る暗文をもつか。

淡橙色 精選されるが

粉っtFいハ

良好 内外面赤彩

76 土師器甕 円筒形の体部から短く屈曲する

口縁部。体部外面縦方向のハケ

メ。内面ヘラケズリ。

外/灰褐色

内/黄掲色

径 lmm桂 度
の石英・長石

多い。

良好

77 172 球形の体部から直線的に折れ曲

がる単純口縁。体部外面粗いタ

テハケハ内面ヘラケズリぃ

外/茶褐色

内/橙色

径 lmm程 度
の長石 目立

普通

褐 体部から外反して折れ曲がる単

純口縁。体部外面粗いタテハ

ケ。内面ヘラケズリ。

外/暗褐色

内/黄仄色

径0 5mm程
度の砂粒多

普 通

27 2 体部から直線的に折れ曲がる単

純口縁。体部内面ヘラケズリ。

淡橙色 径0 5mm程
度の砂粒多
しゝ^

普通

須恵器蓋 輪状つまみをもつ蓋。杯にかみ

合う立ち上がり短い。

紫灰色 長石泣見える

が密。

普通
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昭和60年度試掘調査出土遺物観察表 (2)

争
=
出土地点 器 種

法  置 (cm)
形態・手法の特徴 色 調 胎  土 焼 成 備  考

口径 底径 器高

G3ク ロ
スナ内

須恵器杯 底部に糸切 り痕を残す杯。 淡灰色 長石粒見える

が比較的審。

やや不 良

82 貼付け高台の接合痕をとどめる
Hn陣訳 ズ

淡灰色 細砂粒含む。 不良

83 G4 土師器カ

マド
外面タテハケ、内画ヘラケスリ

の移動式カマド片。

淡橙色 径 1-程 度
の石英・長石

含む。

良好

84 須恵器瓶 額部接合部。内面に接合痕をと

どめる。

暗灰色 径 lmm以 下
の石英 ,長石

含tr。

良好

須恵器杯 22.0 外方 にふ んlFる高台を もつ皿。 灰 白色 径 l alm以 下

の石英 。景石

含むハ

不 良
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図版 2
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図版 4
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図版 5

24m区淡茶褐色砂

遺物検出状況

24m区茶褐色砂

遺物検出状況

管路186(北から)



管路187 24m区 出土遺物図版 6
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図版 7

茶褐色砂層出土遺物

各層出土遺物の細部



図版 8
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図版 9
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図版10
昭和60年度試掘調査

調査地から
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図版11
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図版12
試掘調査出土遺物

69:G1 70-71:G2
75～82:G3ク ロスナ内

¶ 85

72～74:G3ク ロスナ上画
83～85:G4

G3ク ロスナ上面出土貝類

G3ク ロスナ層内出土貝類 G4出土貝類
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